
爆売れ特ホル丼で特産品
をメジャーに！！ 

興梠　璃人



なぜ特ホル丼にしたの？
• 宮崎県内ご当地グルメコンテス
トで優勝！！（2012年） 

• 特産センターの看板メニュー 
• うますぎる！

知らないなんて 
勿体ない！



特産センターで、　　　
5万8100円の売り上げ！

もっと広げていけば、 
特ホルが大人気に



レトルト特ホル丼を作れば、 
爆売れするのではないか。

仮説



提言

１、レトルト特ホル丼の具を実現　　　 

2、レトルト特ホル丼で五ヶ瀬町を
PR



〈提言の効果〉

• 多くの人に五ヶ瀬町の名が広がる！ 
• 特ホル丼のうまさを多くの人に知ってもらえる！ 
• 手軽に特ホル丼を味わうことが出来る！



レトルト特ホル丼の具を 
実現

提言１．



《利点》 

・安全性が確立 
　　　　・栄養素を消失されない 

・長期間保存可能 
・常温保存可能



長期間保存と常温保存による　　　
メリット

• 災害用食品になる。 
• フードロスの削減に繋がる。 
• 長距離運搬が可能。



SDGsに貢献出来る！



ごちそうレトルト専門店にしきや
は、昔宮城県岩沼市の一角に看板
を掲げる小さな佃煮屋だった 

【成功例】

（日本経済新聞より）



販売数がUP！ 
《2016年～2020年》

レトルト釡を購入し、レトルト
で販売すると 

↓

（日本経済新聞より）　　　　　　　 



レトルト特ホル丼は 
一つの値段が高くなる…。

デメリット



レトルト特ホル丼を 
大量生産すれば　　　　　
良いのでは？

なので、



大量生産

• 生産のコストの式は、　　　　　　　　　　
変動費➕固定費🟰総費用 

• 品物一つあたりの生産費の値段の式は、　　
総費用÷生産費🟰平均費用　　　　　　　　　　　　　　



《例》
• 仮にアンパンの材料費を100円、　　　
アンパンを作る機械が500万円とすると
アンパンを一つ作る場合の平均費用は、　　　　　　　　　　　　
100➕500万🟰500万100                     
500万100➗1🟰500万100



• しかし、5万個のアンパンを生産してみると、　　　　　　　　　　　　　　　　
（100✖5万）➕500万🟰1000万　　　　
1 0 0 0 万 ➗ 5 万 🟰 2 0 0                          　　　　
（株式会社マツリカより）



つまり

• 大量に生産すれば、一つの
品物の値段が安くなる！　　　　　　　　　
↓                               
品物の品質を落とさず、　
販売できる！



先行投資　がかかる

《課題》



値段
• 真空包装機V-455Gー1、　　　　　　　　
109 万9848円 

• 小型高温高圧調理機「達人釡」　　　　
FCSーKM77、486万円　　　　　　　　　　　
↓ 

• 合計595万9848円以上



クラウドファンディング

• 群衆と資金調達を組み合わせた
造語



例えば



課題解決に繋がる！



より多くの人に知って
もらいたい！



レトルト特ホル丼で
五ヶ瀬町をPR

提言 2.



インターネット販売をする



利点

• 世界中の人に特ホル丼を知って
もらえる！ 

• 手軽に販売できる！



成功例

【高知県　馬路村】 
↓ 
人口 

約850人！！ 
（写真Googleより）



2000年から通信販売 
↓ 

2005年に30億円以上の 
売り上げ！！ 

（ふるさとチョイスより） 

（グラフはGD Freak！より）



外国人は 
肉料理が好き

特ホル丼に 
興味を 

持ってくれるかも！



『レトルト特ホル丼の具』で、 
ネット販売！ 

⇨ホームページを作る 
↓ 

多くの人に知ってもらえる！ 



成功すれば…



特ホル丼って超うめーよね！

値段が安くて、いざという
時に助かる！

ネット販売だから気軽に
購入できる！

特ホル丼最高‼︎



五ヶ瀬町がhappyになる！



ご静聴ありがとう
ございました。


